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本会発足10年、発表会70回、最初から関わった者として「よくここまで」という感慨があります。横浜の時事英語研究会の庇を借りて発会しました。この機会に会誌の第１号を読んでみました。「なかなか気の利いたことをしゃべっている人がいる。しかも写真が若々しい」と思ったら私自身でした。年月の経過が頭脳と身体に刻む残酷さを痛感した次第です。
当時の会員が一言ずつ述べています。主要メンバーは現在も残っていますが、入れ替わりも多い。植田さんのように、あの世で鬼たちを笑わせている人もいます。私自身、この機会に代表を辞したいと思い、先ほどの役員会で了承を得ました。
改めて思いますが、ジョーク、ユーモアは政治、文化、国民性が投影して奥が深い。ちょっと雑談風に思い出を少し述べてみます。私の英語ジョーク事始めは、日本の若い婦人が航空機で渡米途中のこと。機内のイミグレ用の調査カードに性別を聞いたsexという欄で、暫く迷った後、少し控えめにと思ったか、3 times a weekと書き込んだ、というものです。
昨日本屋で『日本人の英語』の著者Mark 
Petersenの新著 を立ち読みしたら、同じジョークが出ていました。ただし答えはFrequentlyと。
著者の誇張か、あるいは時節柄、さらに盛んにな
ったのでしょうか。この面の権威、相原会員に聞いてみたい気がします。
以前、米人記者団に交じってフロリダへ旅行しました。夕食後「ジョークを楽しむ会」が開かれ
ました。幹事は私に、日本の面白いジョークを披露せよ、と言います。迷った末、当時ひいきにしていたハンガリー系英国人ジョージ・ミケシュの『円出ずる国ニッポン』（未翻訳）から勝手に引用しました。「戦後、昔のカミカゼ・パイロットの多くが、東京でタクシー運転手になった。当時東京の車の暴走は凄かったので、さすがの元カミカゼたちも、危険で恐ろしいからと、元の仕事に戻りたがっている」。
これが非常に受けました。当時カミカゼといえば、今のアラブテロリスト並みの知名度だったからです。
これもパーティでのネタ。ある男、ディナー・パーティの途中で奥さんに電話。「仕事の集まりだと思ってきたら、女の子が沢山いて、トップレスや素っ裸で膝の上に乗っかるのもいるんだ。どうすりゃいい？」。奥さん「何かやれると思っているんなら、さっさと帰っていらっしゃい」。
私の好きなユダヤ・ジョークを一つ。つんと澄ました英士官と老いたユダヤ人が列車で同席した。「ユダヤ人は利口な人種だそうだな」「そうかもね」「その秘訣を教えてくれ」「それは魚の頭がいい。私どもはそれを食べる」「じゃ、そこに広げている頭を二つ売ってくれ」「どうぞ、２ポンドです」。まずそうに食った士官「それにしても１つ１ポンドとはニシンの頭の倍だ。高いものだね」。ユダヤ人「それもう効いて来た」。
チャーチル英首相は初めてホワイトハウスに泊まった。第二次大戦の処理について、ローズベルト米大統領と会談の後、大統領は急に思い出したことがあり、チャーチルの部屋へ戻った。チャーチルは既にシャワーを浴びていたので、バスタオルを巻いて戸口に急いだ。ドアを開けた時、タオルがはらりと落ちた。チャーチルはあわてず騒がず、「私は大統領閣下の前に、何も隠すことはありません」。ローズベルトは没落の英国が米国を利用しようとしていると猜疑心を持っていたが、これで意気投合したと、チャーチルの回顧録にある。
日本人にも笑いはあるが、根が生真面目国民だから、機知を効かせて大いに笑わせるというのが不得手です。三島由紀夫著『美徳のよろめき』を読むと、ウィットを全否定しているのに驚きます。「主人公の実家では笑い声は常だが、ウィットはますます希薄に。上品な家族であればあるほどそうだ」といい、「機智に欠けるが、会話で育ちの良さを実感させられる。成り上がり者には絶対真似られぬ一定階級の特徴だ」と絶賛しています。確かに皇室の会話で、ジョークやウィットが飛び交っている光景は想像できませんね。欧米では英女王もチャールズ皇太子も結構ジョーク好きです。米上流階級でもジョークが不可欠です。ロックフェラー副大統領の話だったと記憶しますが、上院議員に立候補を決意した時、知人から「君はジョークのセンスがないから、政治家には不向きだ」といわれ、立候補を延ばし、ジョークを徹底的に研究してから立候補し当選しました。英語でwit, humor, espritに関する表現、語句を徹底的に調べましたが、悪い意味は皆無でした。いかに西欧世界では階級を問わず、日常生活でこれらが重視されているか、言語学的に証明された気がします。
今度代表を辞するにあたって、個人の心残りとしては、Jewish Jokesについて発表をしようと準備中に交通事故に巻き込まれ、中断したことです。
ナチス強制収容所の極限下での体験を綴ったユダヤ人心理学者ヴィクトール・フランクルの『夜と霧』を読むと、ユーモアの持つ強さを実感します。フランクルと友人のユダヤ人は、「毎日必ずジョークを一つ考えて披露し合おう」と約束して、解放されるまで、お互いに笑いで恐怖を克服し合いました。何事も運命として甘受する日本人にはない、ユダヤ人の凄さでしょう。ユーモアは深く、世界は広い。
私も数年前、アウシュヴィッツを訪問し、ドイツ語のガルゲン・フモール（英語でgallows humor＝死を前にした者が語るhumor）の概念を知り、日本語にはないと思いました。和英辞典には、「引かれ者の小唄」が出ますが、これは刑場に引かれる鼠小僧が強がり的虚勢を張るような意味でしょう。最近処刑されたオウムの麻原も、死刑の日に醜く暴れたといいます。
私の好きな江戸川柳と比較すると、笑いの本質的な差が分かる気がします。山本七平は著書『日本人とユダヤ人』で「安全と水はただ」とする日本人安全意識と、あらゆる敵に備えるユダヤ人の安全意識に両者の差に求めましたが、「笑いの差」にこそ両者の大きな違いがあると思います。ここらをいつか発表出来たら、と願います。
今度、本会の業績の一つとして、ジョーク集が発行されました。長年の念願でしたが、村井さんの紹介で出版社にコネができ、豊田、佐川、安藤の3氏が委員となって、非常な努力の末に完成しました。そのご努力を皆さんとともに多としたいと思います。これを機に本会も新しい活動に入ることを期待します。次回新年会で豊田新代表のもと、新委員会の発足を、と願っています。長年の私へのご厚意とご協力に深謝してお礼に替えます。有難うございました。
 JLC 第70回研究発表会 記念のごあいさつ 
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